



Three Issues Concerning the Ryukyu Islands 


















































































































































































































































　12 世紀に日本の異国となったキカイガシマは，文治 3 年（1187）の源頼朝の征討を受けて再び日










編年の石鍋 A 群盛行期（10～11 世紀）をグスク土器の出現年代にあてはめた。また，カムィヤキ
についてもグスク土器との共伴関係から，11 世紀に遡る年代を想定した。
　安里［1989・1991：p. 74］では，熱田貝塚の石鍋 A 群模倣土器の年代について，森田［1983］が石
鍋A群の出現年代を9世紀に遡る可能性もあると述べていることをふまえて，つぎのように論じた。
「熱田貝塚の石鍋は森田氏の石鍋 A 群に相当し，鍔付石鍋である B 群は出土していない。だから，
その年代は少なくとも石鍋 B 群盛行期（12 世紀）以前で石鍋 A 群盛行期（10～11 世紀）というこ
とになる。森田氏によると石鍋 A 群の出現年代は 9 世紀末よりさらに遡る可能性があるから，ここ





いた金武正紀［1989］から，熱田貝塚の石鍋 A 群は「11 世紀末～12 世紀前半」で，10 世紀前後で
はありえないとする反論があった。その後，石鍋について木戸雅寿［1993］が，木戸Ⅱ類（石鍋 A




起した。また，カムィヤキ陶器窯の放射性炭素年代が 11～14 世紀代と測定された［新東ほか 1985］。
これらの成果をふまえ，筆者［1996］は，グスク時代の開始期を石鍋 B 群（木戸Ⅱ類）が出現する
以前の「10 世紀ないしは 11 世紀」とし，さらに，安里［2002］では，「『安里説＝ 10 世紀』として
誤読されている」と指摘したうえで，「木戸雅寿の石鍋編年を参考にして，琉球列島への縦耳付き石
鍋流を 11 世紀（誤解がないようにいえば 11 世紀のある時期）とみるのが妥当」（p. 167）とした。
　残念ながら拙論は評価されることなく，グスク時代開始 12 世紀説が 2000 年代初頭まで沖縄考古





里克人［2010］は，グスク時代の開始年代を 11 世紀後半代に位置づけている。縦耳付石鍋は，10 世
紀前後に出現して九州の都市・官衙・寺院などで使用され，11 世紀後半～12 世紀前半に一般集落に
も広がることから，琉球列島への流通も 11 世紀後半～12 世紀代とみる。また，縦耳付石鍋ととも
に琉球列島に流通した徳之島カムィヤキ陶器窯の出現年代は 11 世紀後半，南宋の白磁（玉縁口縁白






























































































　「ヤコウガイ大量出土遺跡」について，髙梨［2002・2005］では，奄美大島 5 例，久米島 2 例（清
水貝塚，北原貝塚）をあげているが，島袋［2004］は，奄美大島 4 例，久米島 3 例（清水貝塚，北
原貝塚のほかに大原第二貝塚を加える）を認めている。髙梨［2005］によると島袋は，「筆者［髙梨：
安里注］の遺跡分類を参考にしながら琉球弧におけるヤコウガイ大量出土遺跡を上げている」
（p. 220）ので，島袋が認定した久米島の 3 遺跡は髙梨も承認していると考えておく。
　筆者と髙梨は，奄美 5 遺跡・久米島 3 遺跡という「ヤコウガイ大量出土遺跡」の分布についての
共通認識に立ちながらも，筆者は奄美大島北部と久米島にヤコウガイ交易の窓口を考えたが，髙梨
［2002］は，「ヤコウガイ大量出土遺跡」の分布は奄美大島に「偏り」［髙梨 2002：p. 138］，「著しく偏

































































島　名 遺　跡　名 時期 貝殻数 蓋製品数 殻製品数 合　計
久米島 清水貝塚Ⅱ層 前半 1953 724 37 2714
与那国島 トゥグル浜 後半 1529 446 0 1975
奄美大島 フワガネク 後半 約800 約40 約60以上 900以上
久米島 清水貝塚Ⅲ～Ⅳ層 後半 576 319 5 900
奄美大島 用見崎 後半 222 15 23 260
久米島 北原貝塚Ⅰ層 後半 206 72 8 286
奄美大島 マツノト 後半 158 12 62 232
久米島 大原第二貝塚 B 地点 前半 147 147
伊江島 ナガラ原西貝塚 前半 105 45 150
沖縄本島 宇座浜貝塚 前半 44 51 25 120
奄美大島 宇宿港 前半 5 108 4 117





































pp. 271～272］によると，開元通宝の表面採集を含めた出土枚数は，奄美・沖縄諸島 49 枚中 44 枚は
沖縄諸島出土で，うち 14 枚が久米島出土である。奄美大島では用見崎遺跡出土のわずか 1 枚にすぎ

























開元通宝と 1 枚の五朱銭が出土している。新田［2003：p. 229］は，「北原貝塚では，五朱銭に伴って
開元通宝が 13 枚の他に広田上層タイプの貝符 5 点が検出されている」ことから「五朱銭の搬入も開
元通宝が搬入された時期ではなかろうか」と述べている。この五朱銭は，「ヤコウガイ大量出土遺



































』には，冊封使節に生屋久貝 144 甲，干屋久貝 1,378
甲が食用として提供された記事がある。豊見山和行［2000：









イは，殻 457 個・蓋 1 個で，「殻のみが出土」したといっても良い状況だった。これに対し首里城跡
の発掘調査［沖縄県教委 1995・1998，沖縄県立埋文センター2001a･b・2003］で出土したヤコウガイは，






































































































































土遺跡に合致するⅡ類遺跡は，7 遺跡中半分以下の 3 例しかないことがわかる。Ⅱ類だがヤコウガ

























後期に属すると推定された建物）143 棟について，建物専有面積で階層 B（15 坪以上 25 坪未満），
階層 C（10 坪以上 15 坪未満），階層 D（5 坪以上 10 坪未満），階層 E（5 坪未満）に分類する。そ











































　15～16 世紀の銘苅古墓群の 4 号墓［那覇市教委 1994・1998］からは，38 体の風葬人骨が出土して
いる。短頭性・低顔・低身長という南島人の特徴を残しながら，長頭性・突顎という中世日本人の
特徴も認められている［土肥 2003：p. 584・2010：p. 53］。男性の身長をみると，152.0 cm や 155.6 cm




　ところが 15～16 世紀の先島人には，宮古の住屋遺跡［平良市教委 1999］・根間西里遺跡［宮古島市








　初期の琉球王陵である浦添ようどれ［浦添市教委 2005］の 2 号石厨子（15 世紀）の成年男性も，中
頭に近い短頭で低顔だが，丸い眼窩と著しい突顎という典型的な中世日本人の特徴があった。一方，
4 号石厨子（13～15 世紀前期）からは，中国南部や東南アジアに多くて琉球・日本・朝鮮では少な



























里と土肥は，1997 年 11 月の大泊浜貝塚の発掘調査で，11～12 世紀頃に埋葬された女性 1 体と新生























































































































界島の伝統的な麦作は沖縄とおなじ 9 月播種だったが［増田 1974：p. 122］，17 世紀末でも麦は旧暦
































































































（ 3 ） 安里［1989］は新聞紙上に掲載したもので，そ
の後安里［1991］に一部訂正して収録した。




（ 5 ） 髙梨は，島袋も「ヤコウガイ大量出土遺跡」が
奄美大島に偏在すると認識していると紹介しているが，
島袋［2004：p. 238］では，「ヤコウガイ大量出土遺跡」



















（ 8 ） トウグル浜遺跡の所属時期については発掘調査
報告書［沖縄県教委 1985］にもとづく。
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［7～12世紀の琉球列島をめぐる３つの問題］……安里 進
Three Issues Concerning the Ryukyu Islands 
during the 7th to 12th Centuries 
ASATO Susumu
Archaeology in the late 20th century had considered the society of the Ryukyu Islands in the 7th and 
8th centuries to be stagnant and primitive with a hunter-gatherer economy; a society left behind by the 
new state formations in East Asia. Since the mid-1980s, the study of bibliographical sources has given 
rise to an alternative view of the Southern Islands as having an advanced hierarchical society; however, 
until the late 1990s to the early 2000s archaeological evidence to confirm this hypothesis had not been 
found. The situation changed significantly with the “discovery” of several sites with massive quantities 
of turban shells, and the finds of archaeological digs at the early Ryukyu Royal Mausoleum Urasoe 
Yodore, and at the Gusuku sites on Kikai Island. The examination of Ryuku society in the 7th and 8th 
centuries, and the start of the Gusuku Era, and the formation of the Ryuku Kingdom is giving rise 
to heated debate. From among the contending arguments concerning the social image of the Ryuku 
Islands in the 7th to 12th centuries, this paper considers the following three issues: 1) explanations of 
sites with massive quantities of turban shells; 2) a theory of hierarchical society in the Amami Islands; 
and 3) Gusuku sites and the formation of the Gusuku culture and people. To broaden the possibility 
of the research on this unclear period, the paper also presents a hypothesis: centering on the Gusuku 
sites of the Kikai Island, where between the 9th and 12th centuries a “prototype of Gusuku society and 
culture” including farming techniques typical of the Gusuku Era was established; increasing population 
pressure due to the development of typical Gusuku farming led to a migration to the Ryukyu Islands 
throughout the 11th and 12th centuries, and the consequent ushering in of the Gusuku Era. 
Key words: Sites with massive quantities of turban shells, turban shell trade, hierarchical society, 
Gusuku sites, Gusuku Era people
